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アドリアン・デユブーシェ国立磁器美術館(Museenational de la porcelaine Adrien Dubouche)の文化課(service





































































子どもの境遇が変わるには、 1881-1882年のジュール・フェリー (JulesFe町 ，1832 -1893)による一連
の学校教育法 (Ioisscolaires)の制定を待たなければならなかった。12員長までの義務教育は、その年齢前の


































デュコーシュー (PaulDucourtieux， 1846 -1925)は、次のように描写した。「大抵は、ものすごい高さの木
造の家で、稽くて悪臭のする路地の道幅と釣り合っていない。細い階段はごみで満たされ、むき出しか古い


















る。1821年に磁器労働者たちは、最初の共済組合 (societede secours mutuel)を設立した。それは「芸術家
(artistes) Jつまり より資格のある労働者である、装飾の専門家たちによるものだった。 1848年には、製造協
同組合(∞operativesde production)が生まれた。これらは、1844年にクルーズ県のプサックに印制所を設立
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めに、ダンジェ (Davidd' Angers， 1788 -1856)は自らの彫刻作品 「共和制 (LaRepubJique) Jの原型を寄贈
した。 けれどもこの協同組合は、労働者賃金に附して困雛な状況にぶつかり 、不和の結果、 1869年に消滅
した。同年代には別の製造協同組合が生まれたが、1865年に消滅した。結社活動は、 19世紀においてとて
も重要な空想的社会主義 (socialismeulopique)の普及に含まれる。




最初の労働組合1;、 1870年に設立された。それは 「イニシアティプ (L'lnitiative)J という名前で、 m器
労働者たちを 1つにまとめた。だがパリ・コミューンの失敗は、労働者運動の後退をもたらした。回復し始
めるには、 1890年まで待たなければならなかった。組合設立の許可は、 1884年にさかのぼる。しかし、イ





27日に閉会議は、労働総組合(Confederationgenerale du travail: CGT)という名前の統一組織の誕生を決定した。
その白から、リモージュでの労働組合運動の飛躍が始まった。 1894年に2300人だった組合員数は、 1900年





















};> 1848年……3月2日法 (Ioidu 2 mars)。工場および製作所のすべての労働者について、法定労働時間
を1日12時間と定めた。1848年6月以降、同法はもはや適用されなかった。
};> 1852年・…ー共済組合に関するデクレ (decretsur les societes de secours mutuel)。
};> 1864年..・・連合およびス トライ キに関するエミール ・オリヴイエ法(IoiEmile Ollivier sur le droit de 
coalition et de greve)。
};> 1874年……女性および子どもの労働時間に関する法(Ioisur la duree du travail des femmes et des enfan岱)。
同法は、日曜・祝日の児童労働を禁止した。同法により、県会 (ConseilsGeneraux)の所管する労働条
件視察官 (inspecteursdu travail)が設置された。









};> 1910年 一 労ー働者年金に関する法。
};> 1919年一ー法定労働時間を 1日8時間と定める法。
リモージュ焼の最古の窯元にで
(2014年 12月撮影)
l 原文は、 http:/pelerins-compostele.com/pdf/Limoges.pdf(最終閲覧日2015年10月31日)から参照できる。
